




















































































位相： i変動などの周期的現象において， 1周期内の進行段階を示す最 たとえば，
y = Asin(ro t ＋α）では，＂＇ t ＋α がイ立中日である。 1周期では佼相は2πだけ増す。
高校では「たとえばjが抜けて， 「y= Asin co t の "' t が位相jであり，
y = Acos co t では位相は＂＇ tではなく， y = Acos co t口 Asin(co t ＋π／2) から位相
は "' t ＋冗12 だと信じられている。
そして， f伺位相」とは「位棺が同じj ではなく，位相が 2nπ だけ（nは整数）ずれてい













ここで，面白いのは「クオークには U, dのほかに，これらより箪い s，質設がさらに重
いc, b, tの全部で6磁類j というように，「質f誌が重いj という表現がまかりilり，「強

































bは， b[ J ］か， b[ J Is］か，紛らわしい。
高校では「単位時間あたり」と表すべきところを，表現の難しさを避けて「lsあたり j と
することが多々ある。これも混乱の原因の一つである。
3 物理の論文が書けるように
物理の論述問題を書かせると，主語も述語も専門用語も無茶苦茶な答を番く生徒が，卒業
文集では，明快な文章で豊かな表現をする事に出くわす。
決して思考が非論理的というわけではないが物理で論理的な文が書けないのは，物理語に
慣れていないのではないか。
－物理用語を使った物理像が出来ていない。
－物理用語に慣れていないため，物理用語を使って因果関係告と正しく表せない。
ex.「2物体の問で内カのカ積が及ぼし合うとき，作用反作用の法則より，それらのカ
積は同じ大きさで逆向きである。」
－常套的表現が使えない 加速度が生じる 電圧を加える，かける，印加する
・用語の区別 時間と時刻，位置と距離，向きと方向，速度と速さ
－紛らわしい用語
・紛らわしい概念
【結論】
ex. 2乗平均速度
電力，電力量，起電力
オームの法則と電位降下の概念の混同
講義，セミナー，発表の練習など在通じて，紛らわしい物理用語を排しながらも，物理
語（物理での常套的表現）に慣れさせ，物理人を養成する。
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